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先
日
、
２
年
前
の
制
御
盤
Ｄ
Ｘ
メ
ッ

セ
で
お
世
話
に
な
っ
た
富
山
県
の
制
御

盤
メ
ー
カ
ー
・
東
洋
電
制
製
作
所
に
お

邪
魔
し
た
。
同
社
は
月
産
で
１
２
０
０

面
超
の
制
御
盤
の
生
産
能
力
が
あ
る
有

数
の
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
で
、
数
年
前
か

ら
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
取
り
入
れ
て
制
御

盤
の
設
計
製
造
の
効
率
化
を
進
め
て
い
る
が
、

そ
れ
が
さ
ら
に
進
化
し
て
い
て
驚
い
た
▼
通

常
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
は
顧
客
の
求
め
に
応
じ

て
制
御
盤
を
製
造
し
て
納
め
る
こ
と
で
収
入
を

得
る
。
「
モ
ノ
を
作
っ
て
売
る
」
い
わ
ば
も
の

づ
く
り
の
王
道
ビ
ジ
ネ
ス
だ
。
し
か
し
同
社
は

最
近
、
新
た
な
案
件
で
挑
戦
を
始
め
て
い
る
。

何
を
し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
あ
る
機
械
メ
ー

カ
ー
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
の
一
環
と
し
て
進
め
て
い
る

製
品
の
設
計
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
変
革

に
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
形
で
参
画
し
、

制
御
盤
に
関
わ
る
部
分
の
新
た
な
工
程
の
開
発

検
証
を
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
る
そ
う
だ
。

同
社
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
取
り
組
み
を
機
械
メ
ー

カ
ー
が
耳
に
し
、
そ
こ
か
ら
声
が
か
か
っ
た
の

が
き
っ
か
け
と
の
こ
と
。
制
御
盤
を
作
っ
て
売

っ
て
い
た
メ
ー
カ
ー
が
、
自
分
た
ち
の
技
術
や

ノ
ウ
ハ
ウ
が
求
め
ら
れ
、
制
御
盤
を
作
ら
ず
に

知
的
財
産
が
商
品
と
な
っ
て
受
注
に
い
た
っ

た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
「
モ
ノ
売
り
か
ら
コ
ト
売

り
へ
　
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
化
」
。

こ
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
先
の

こ
と
は
分
か
ら
な
い
が
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
に

も
こ
う
い
う
ニ
ー
ズ
や
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
と
い

う
こ
と
を
見
事
に
証
明
し
て
く
れ
た
好
例
だ
▼

Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
な
ど
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
、
い
ま
製
造
業
各
社
が
求
め
て
い
る
、
欲

し
く
て
た
ま
ら
な
い
の
は
、
工
場
や
工
程
に
ま

つ
わ
る
ノ
ウ
ハ
ウ
だ
。
Ｆ
Ａ
の
機
械
や
機
器
は

世
に
あ
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
買
っ
て
き
た

だ
け
で
は
歩
留
ま
り
改
善
も
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の

短
縮
も
脱
炭
素
も
果
た
せ
な
い
。
そ
こ
に
ノ
ウ

ハ
ウ
や
有
効
な
知
識
と
技
術
が
組
み
合
わ
さ
っ

て
は
じ
め
て
効
果
が
出
る
の
だ
。
そ
れ
を
持
っ

て
い
る
の
は
、
自
ら
工
場
や
工
程
を
構
築
・
改

善
し
、
効
果
を
出
し
た
人
や
企
業
だ
け
。
周
り

か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
は
貴
重
で
有
益
な
知
的
財

産
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
現
場
力
」
。
モ
ノ
売
り

か
ら
コ
ト
売
り
へ
。
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

が
、
制
御
盤
メ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
、
メ
ー
カ
ー

に
属
す
る
企
業
は
い
ず
れ
も
そ
の
素
質
を
持
っ

て
い
る
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
企
業
が
増
え

て
ほ
し
い
。

モノ売りオンリーからモノ売り＋コト売りへの進化　現場力・ノウハウを商品化せよ

い
ず
れ
も
前
年
割
れ

成
長
の
踊
り
場 

差
し
掛
か
る

JARA「2023年４～６月期ロボット統計」
受
　
注

生
　
産

出
　
荷

　
日
本
ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
が
発
表
し
た

「
マ
ニ
ピ
ュ
レ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
統
計 

受
注
・
生
産
・

出
荷
実
績
（
会
員
ベ
ー
ス
）
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年

４
〜
６
月
期
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
受
注
額
は
前
年
度
比

18
・
７
％
減
、
生
産
額
も
８
・
８
％
減
と
な
っ
た
。
世
界

的
に
自
動
化
需
要
は
根
強
く
、
コ
ロ
ナ
禍
や
地
政
学
上
の

問
題
が
あ
っ
て
も
着
実
に
成
長
を
続
け
て
い
た
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
だ
が
、
踊
り
場
の
今
年
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
。

　
２
０
２
３
年
４
〜
６
月
期

の
受
注
台
数
は
４
万
７
９
７

８
台
（
33
・
２
％
減
）
・
受

注
額
は
１
９
６
７
億
円
（
18

・
７
％
減
）
。
生
産
台
数
は

５
万
３
９
４
２
台
（
16
・
０

％
減
）
・
生
産
額
は
２
０
２

３
億
円
（
８
・
８
％
減
）
、

出
荷
台
数
は
５
万
３
５
０
４

台
（
15
・
５
％
減
）
、
出
荷

額
は
２
０
４
２
億
円
（
７
・

１
％
減
）
と
受
注
・
生
産
・

出
荷
い
ず
れ
も
前
年
を
大
き

く
下
回
っ
た
。
た
だ
し
前
年

２
０
２
２
年
は
過
去
最
高
を

記
録
し
、
そ
れ
を
下
回
っ
た

と
言
っ
て
も
今
回
の
実
績
は

好
調
だ
っ
た
２
０
１
７
年
・

２
０
１
８
年
と
同
レ
ベ
ル
で

あ
り
、
市
場
自
体
は
拡
大
し

て
い
て
、
も
う
一
段
階
高
い

レ
ベ
ル
で
の
踊
り
場
に
差
し

掛
か
っ
て
い
る
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
国
内
出

荷
は
出
荷
台
数
は
８
９
４
８

台
（
２
・
２
％
減
）
・
出
荷

金
額
は
４
２
３
億
円
（
５
・

７
％
増
）
と
ほ
ぼ
横
ば
い
で

健
闘
。
こ
れ
ま
で
好
調
だ
っ

た
半
導
体
用
に
急
ブ
レ
ー
キ

が
か
か
っ
た
が
、
組
み
立
て

や
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
用
、
電
気

機
械
向
け
の
実
装
用
が
好
調

を
持
続
し
た
。
一
方
で
輸
出

は
苦
戦
。
輸
出
台
数
は
４
万

４
５
５
６
台
（
17
・
８
％

減
）
・
輸
出
額
は
１
６
１
９

億
円
（
10
・
０
％
減
）
。
北

米
と
欧
州
は
前
年
を
上
回
っ

て
い
る
が
、
中
国
・
ア
ジ
ア

で
の
停
滞
が
響
い
た
。

2024
年
３
月
期
１
Ｑ
決
算

売
上
高
2033
億
円

Ｓ
Ｓ
Ｂ
好
調 

増
収
増
益

オムロン

向
け
と
産
業
機
械
向
け
、
電

力
業
界
向
け
が
減
少
。
機
械

部
門
の
売
上
高
は
27
億
４
５

０
０
万
円
（
17
・
７
％
増
）

と
な
っ
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
日

本
は
売
上
高
２
９
９
億
４
２

０
０
万
円
（
０
・
２
％
減
）、

営
業
利
益
９
億
７
５
０
０
万

円
（
17
・
３
％
増
）
。
ア
ジ

ア
地
域
は
、
売
上
高
１
５
５

億
２
３
０
０
万
円
（
15
・
０

％
増
）
、
営
業
利
益
７
億
１

２
０
０
万
円
（
25
・
６
％

増
）
。
欧
米
は
、
売
上
高
15

億
８
３
０
０
万
円
（
８
・
５

％
増
）
、
営
業
利
益
６
４
０

０
万
円
と
な
っ
た
。

サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
も
好
業
績

営
業
利
益 
前
年
比
26
％
増

　
サ
ン
ワ
テ
ク
ノ
ス
は
、
２

０
２
４
年
３
月
期
第
１
四
半

期
決
算
を
発
表
し
、
売
上
高

は
前
年
比
８
・
１
％
増
の
４

２
２
億
６
２
０
０
万
円
、
営

業
利
益
は
26
・
２
％
増
の
16

億
９
３
０
０
万
円
、
純
利
益

は
21
・
９
％
増
の
13
億
８
２

０
０
万
円
。
部
材
の
供
給
不

足
緩
和
、
企
業
の
省
人
化
へ

の
投
資
の
増
加
を
背
景
に
、

車
載
関
連
・
Ｆ
Ａ
関
連
が
好

調
で
、
１
Ｑ
と
し
て
過
去
最

高
業
績
を
記
録
し
た
。

　
部
門
別
で
は
、
電
子
部
門

の
売
上
高
は
３
１
４
億
５
０

０
０
万
円
（
８
・
９
％
増
）。

産
業
機
械
向
け
、
精
密
機
器

向
け
、
自
動
車
関
連
搭
載
向

け
の
電
子
部
品
と
電
子
機

器
、
事
務
用
機
器
業
界
向
け

の
コ
ネ
ク
タ
販
売
が
増
加
。

電
機
部
門
の
売
上
高
は
80
億

６
６
０
０
万
円
（
２
・
２
％

増
）
。
太
陽
光
関
連
向
け
が

増
加
し
た
が
、
半
導
体
関
連

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
２
０
２
３

年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

比
10
・
３
％
増
の
２
０
３
３

億
５
１
０
０
万
円
、
営
業
利

益
は
19
・
９
％
増
の
１
４
３

億
４
０
０
万
円
、
純
利
益
は

68
・
０
％
増
の
１
３
３
億
９

６
０
０
万
円
の
増
収
増
益
と

な
っ
た
。

　
事
業
別
で
は
、
Ｉ
Ａ
Ｂ

（
制
御
機
器
事
業
）
の
売
上

高
は
１
１
０
６
億
円
（
９
・

５
％
増
）
、
営
業
利
益
は
１

２
２
億
円
（
４
・
２
％

増
）
。
受
注
残
に
対
す
る
日

本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
商
品
供

給
の
強
化
と
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
案
の
加
速
で
売
上
高
は

増
加
と
な
っ
た
。
Ｈ
Ｃ
Ｂ

（
ヘ
ル
ス
ケ
ア
事
業
）
は
、

売
上
高
は
３
７
７
億
円
（
10

・
５
％
増
）
、
営
業
利
益
は

48
億
円
（
16
・
９
％
増
）
。

Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
社
会
シ
ス
テ
ム
事

業
）
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
や
鉄
道
事
業
が
好

調
に
推
移
し
、
売
上
高
２
３

５
億
円
（
49
・
６
％
増
）
と

な
っ
た
。
一
方
で
Ｄ
Ｍ
Ｂ

（
電
子
部
品
事
業
）
は
民
生

業
界
な
ど
需
要
が
低
調
で
売

上
高
３
１
２
億
円
（
５
・
８

％
減
）
、
営
業
利
益
25
億
円

（
33
・
５
％
減
）
と
な
っ

た
。

　
第
２
四
半
期
以
降
の
見
通

し
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ａ
Ｂ
は
需

要
回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅

れ
、
デ
ジ
タ
ル
業
界
や
環
境

モ
ビ
リ
テ
ィ
と
い
っ
た
主
要

業
界
は
下
期
か
ら
緩
や
か
に

回
復
す
る
と
予
想
。
脱
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
関
連
の
設
備
投
資
は

堅
調
に
推
移
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
蓄
電
池
な
ど

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
は
市
場
拡

大
を
見
込
ん
で
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ「
2023
年
度
１
Ｑ
産
業
用
汎
用
電
機
機
器
出
荷
実
績
」

国
内
好
調 

2395
億
円

過
去
10
年
で
同
期
最
高
額

　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
発
表
し
た
産
業
用
汎
用
電
機
機
器
の
出
荷
実
績

に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
度
第
１
四
半
期
（
１
Ｑ
）
の
出
荷
額
は
前
年
度
比
５
・
３
％

増
の
２
３
９
５
億
円
と
な
り
、
２
０
１
０
年
度
以
降
の
１
Ｑ
で
は
最
高
額
と
な
り
、
Ｆ

Ａ
市
場
は
好
調
を
継
続
し
て
い
る
。

　
「
産
業
オ
ー
プ
ン
ネ
ッ
ト

展
　
２
０
２
３
」
が
、
７
月

19
日
名
古
屋
（
国
際
会
議

場
）
、
21
日
東
京
（
太
田
区

産
業
プ
ラ
ザ
）
で
開
催
さ

れ
、
名
古
屋
で
約
５
５
０

人
、
東
京
で
約
８
５
０
人
が

来
場
し
た
。

　
今
年
で
12
回
目
と
な
る
同

展
は
、
20
年
、
21
年
の
２
年

間
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
へ

の
対
応
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
開
催
し
、
22
年
は
東

　
産
業
用
汎
用
電
機
機
器

は
、
汎
用
イ
ン
バ
ー
タ
や
サ

ー
ボ
モ
ー
タ
な
ど
回
転
・
駆

動
機
器
と
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
や
低
圧
遮

断
器
、
電
磁
開
閉
器
、
標
準

変
圧
器
な
ど
配
電
・
制
御
機

器
、
そ
の
他
機
器
で
構
成
さ

れ
る
。

　
回
転
・
駆
動
機
器
の
１
Ｑ

出
荷
額
は
10
・
１
％
増
の
９

４
１
億
円
。
う
ち
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
は
６
・
５
％
増
の
５
５

５
億
円
で
、
国
内
出
荷
は
３

４
２
億
円
（
11
・
７
％

増
）
、
輸
出
は
２
１
３
億
円

（
１
％
減
）
と
な
っ
た
。
汎

用
イ
ン
バ
ー
タ
は
46
・
９
％

増
の
２
３
５
億
円
で
、
国
内

出
荷
は
１
３
５
億
円
（
53
・

４
％
増
）、１
０
１
億
円
（
39

・
２
％
増
）
と
な
っ
た
。
い

ず
れ
も
半
導
体
製
造
装
置
、

電
子
部
品
関
連
業
界
向
け
需

要
が
好
調
で
金
額
を
伸
ば
し

て
き
た
が
、
や
や
落
ち
着
き

も
出
て
き
て
い
る
。
部
品
調

達
も
回
復
傾
向
に
あ
る
が
、

調
達
難
は
続
い
て
い
る
。

　
配
電
制
御
機
器
の
１
Ｑ
出

荷
額
は
、
７
・
２
％
増
の
１

０
０
８
億
円
。
う
ち
プ
ロ
グ

ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
は

18
・
７
％
増
の
４
２
６
億
円

で
、
国
内
出
荷
は
２
３
０
億

円
（
30
・
２
％
増
）
、
輸
出

は
１
９
６
億
円
（
７
・
６
％

増
）
と
な
っ
た
。
低
圧
遮
断

器
は
３
・
９
％
減
の
２
４
２

億
円
で
、
国
内
出
荷
は
２
０

２
億
円
（
０
・
６
％
減
）
、

輸
出
は
39
億
円
（
18
％
減
）

と
な
っ
た
。

　
そ
の
他
機
器
（
可
搬
型
発

電
機
、
電
動
機
応
用
機
器
な

ど
）
は
、
７
・
０
％
減
の
４

４
６
億
円
と
な
っ
た
。

「
未
来
の
も
の
づ
く
り
」

世
界
へ
向
け
広
報
展
開

三菱電機

産業オープンネット展 盛況
２会場合わせ1400人来場

東京会場のにぎわう展示コーナー㊤とセミナー会場㊦

京
会
場
で
リ
ア
ル
開
催
し

た
。

　
今
回
は
４
年
ぶ
り
に
２
会

場
で
の
開
催
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
両
会
場
合
わ
せ
て
約

１
４
０
０
人
が
来
場
。
特
に

５
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

名
古
屋
会
場
の
来
場
者
が
多

か
っ
た
。

　
出
展
者
は
、
オ
ー
プ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
の
た
め

活
動
を
し
て
い
る
10
の
協
会

・
団
体
と
、
２
つ
の
関
連
団

体
、
そ
れ
に
メ
ー
カ
ー
が
53

社
（
東
京
会
場
の
み
参
加
２

社
）
で
、
昨
年
よ
り
11
社
増

え
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
出
展

者
の
説
明
を
来
場
者
が
熱
心

に
聞
く
姿
が
目
立
ち
、
リ
ア

ル
開
催
な
ら
で
は
熱
気
が
感

じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
今
回
初
め
て
工
場

現
場
で
の
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ
ー

に
よ
る
ク
ラ
ウ
ド
接
続
を

「
Ｉ
ｏ
Ｔ
接
続
デ
モ
」
と
し

て
の
特
別
展
示
も
設
け
ら
れ

た
。

　
さ
ら
に
産
業
用
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
動
向
が
分
か
る
40
の
セ

ミ
ナ
ー
も
併
催
さ
れ
た
。

　
三
菱
電
機
は
、
２
０
２
２

年
11
月
に
策
定
し
た
Ｆ
Ａ
事

業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
Ａ
ｕ
ｔ

ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ

　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ
ｄ
」
に
つ
い

て
、
新
た
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル

「
未
来
の
も
の
づ
く
り
」
シ

リ
ー
ズ
を
使
っ
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
グ
ロ
ー
バ
ル
で
開

始
し
、
展
示
会
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、

広
告
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
媒
体

で
展
開
し
て
い
く
＝
写
真
。

　
「
Ａ
ｕ
ｔ
ｏ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｎ

ｇ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｌ

ｄ
」
は
、
Ｆ
Ａ
を
通
じ
て
暮

ら
し
や
社
会
を
支
え
、
よ
り

豊
か
で
持
続
可
能
な
未
来
の

実
現
に
貢
献
し
て
い
く
と
い

う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お

り
、
「
未
来
の
も
の
づ
く

り
」
シ
リ
ー
ズ
は
そ
れ
を
分

か
り
や
す
く
表
現
す
る
た
め

に
も
の
づ
く
り
の
未
来
を
ワ

ク
ワ
ク
す
る
ス
ト
ー
リ
ー
と

と
も
に
描
い
た
も
の
。
３
パ

タ
ー
ン
あ
り
、
い
ず
れ
も
赤

い
ド
レ
ス
を
着
た
女
の
子

と
、
自
動
化
の
象
徴
的
存
在

と
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
ア
ー
ム
が

一
緒
に
描
か
れ
て
い
る
。

　
１
つ
目
の
「
未
来
の
も
の

づ
く
り
編
」
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
製
造
を
例
と
し
、
製
品
の

設
計
・
生
産
・
物
流
が
消
費

者
ご
と
に
最

適
化
さ
れ

て
、
最
も
効

率
の
良
い
方

法
で
迅
速
に

手
元
に
届
く

こ
と
を
想
起

さ
せ
る
も
の

と
な
っ
て
お

り
、
２
つ
目

の
「
デ
ジ
タ

ル
編
」
は
、

デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
化
や

デ
ー
タ
活
用

で
ミ
ス
や
ム

ダ
を
省
き
、

生
産
性
や
品
質
向
上
の
実
現

を
表
し
て
い
る
。
３
つ
目
の

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
編
」

は
、
持
続
可
能
な
も
の
づ
く

り
が
環
境
負
荷
低
減
や
人
手

不
足
対
策
と
な
り
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
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Ｒ
Ｉ
Ｄ
レ
バ
ー
で
フ
ー
ド
と

ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
付
け
替
え
が

可
能
。
44
・
27
サ
イ
ズ
の
エ

ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
よ
り
コ
ン
パ

ク
ト
と
な
っ
て
い
る
。

ミ
ス
ミ
フ
レ
ー
ム
ズ

安
全
柵
レ
イ
ア
ウ

ト
設
計
機
能
登
載

　
ミ
ス
ミ
グ
ル
ー
プ
本
社

は
、
ア
ル
ミ
フ
レ
ー
ム
筐
体

設
計
ソ
フ
ト
「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｉ
　
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
（
ミ
ス

ミ
フ
レ
ー
ム
ズ
）
」
に
つ
い

て
、
新
た
に
「
安
全
柵
レ
イ

ア
ウ
ト
設
計
機
能
」
を
搭
載

し
た
。

　
同
機
能
は
、
配
置
し
た
い

安
全
柵
ユ
ニ
ッ
ト
を
線
で
描

画
し
、
専
用
メ
ニ
ュ
ー
か
ら

自
由
に
ス
ペ
ッ
ク
を
選
び
、

１
ク
リ
ッ
ク
で
３
Ｄ
に
変
換

し
、
３
ス
テ
ッ
プ
で
安
全
柵

の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
設
計
可

能
。
絵
を
描
く
よ
う
に
設
計

で
き
、
従
来
の
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
設

計
し
た
場
合
に
比
べ
、
90
％

以
上
の
設
計
工
数
削
減
が
可

能
。
構
成
部
品
は
一
式
で
即

時
見
積
も
り
し
、
発
注
も
可

能
。

も
実
現
す
る
。

　
こ
れ
ま
で
標
準
タ
イ
プ
で

は
最
大
検
出
距
離
を
約
70
〜

２
７
０
㍉
㍍
ま
で
調
整
可
能

だ
っ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
新
製

品
と
し
て
限
定
反
射
方
式
を

採
用
し
、
検
出
範
囲
は
約
５

〜
30
㍉
㍍
の
短
距
離
だ
け
検

出
さ
せ
た
い
用
途
に
最
適
な

製
品
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
追

加
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
検
出

方
式
が
標
準
タ
イ
プ
と
短
距

離
検
出
タ
イ
プ
、
ベ
ゼ
ル
仕

様
が
樹
脂
と
メ
タ
ル
、
照
光

色
が
緑
・
赤
と
青
・
ピ
ュ
ア

ホ
ワ
イ
ト
の
組
み
合
わ
せ
を

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
て
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
。

　
販
売
目
標
は
、
２
０
２
２

年
度
か
ら
２
０
２
４
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
累
計
10
万
個

と
な
っ
て
い
る
。

　
イ
ル
メ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
産

業
用
モ
ジ
ュ
ラ
ー
コ
ネ
ク
タ

Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い

て
、
２
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
「
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
　
Ｔ
Ｗ
Ｏ
」

を
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
は
、

電
力
や
デ
ー
タ
通
信
、
空
圧

な
ど
必
要
な
モ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
て
最
適
な
構
成

の
コ
ネ
ク
タ
を
作
る
こ
と
が

で
き
る
モ
ジ
ュ
ラ
ー
式
の
産

業
用
コ
ネ
ク
タ
。
Ｍ
Ｉ
Ｘ
Ｏ

　
Ｔ
Ｗ
Ｏ
は
ア
ー
ス
端
子
付

き
の
専
用
イ
ン
サ
ー
ト
の
Ｍ

Ｉ
Ｘ
Ｏ
フ
レ
ー
ム
を
搭
載

し
、
２
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
構

成
に
対
応
。
モ
ジ
ュ
ー
ル
は

ス
ラ
イ
ド
式
ロ
ッ
キ
ン
グ
タ

ブ
で
カ
チ
ッ
と
は
め
込
ん
で

簡
単
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。
フ
ー
ド
は
堅
牢
な
亜
鉛

合
金
ダ
イ
キ
ャ
ス
ト
製
で
、

配
線
口
は
Ｍ
25
ま
た
は
Ｍ

33
、
上
部
ま
た
は
横
か
ら
を

選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
屋
外
で

の
露
出
に
適
し
た
Ｉ
Ｌ
―
Ｂ

能
な
Ｐ
Ｍ
モ
ー
タ
駆
動
機
能

を
標
準
搭
載
し
、
過
電
流
レ

ベ
ル
調
整
機
能
で
Ｐ
Ｍ
モ
ー

タ
の
減
磁
を
予
防
し
、
環
境

に
や
さ
し
い
Ｇ
Ｘ
実
現
を
サ

ポ
ー
ト
。
筐
体
に
は
リ
サ
イ

ク
ル
グ
レ
ー
ド
の
樹
脂
を
使

用
し
、
循
環
型
社
会
実
現
に

も
効
果
的
と
な
っ
て
い
る
。

　
通
信
オ
プ
シ
ョ
ン
を
装
着

で
Ｃ
Ｃ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
、
Ｅ
ｔ

ｈ
ｅ
ｒ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｆ

Ｉ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
―
Ｄ
Ｐ
、
Ｐ
Ｒ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
な
ど
多
様
な
産

業
用
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
応

し
、
多
様
化
す
る
シ
ス
テ
ム

に
合
わ
せ
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

設
定
可
能
。
品
質
・
安
全
性

を
保
障
す
る
Ｅ
Ｕ
指
令
、
Ｕ

Ｌ
、
ｃ
Ｕ
Ｌ
に
対
応
し
、
Ｒ

ｏ
Ｈ
Ｓ
２
指
令
に
も
対
応
し

て
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
も
可
能

と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
φ
22
の
タ

ッ
チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ
「
Ｃ
Ｗ

１
Ｈ
／
Ｃ
Ｗ
４
Ｈ
形
」
に
つ

い
て
、
短
距
離
検
出
タ
イ
プ

（
限
定
反
射
方
式
）
を
発
売

し
た
＝
写
真
。

　
タ
ッ
チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ

は
、
近
赤
外
線
反
射
方
式
を

採
用
し
、
１
つ
で
光
電
セ
ン

サ
１
個
と
表
示
灯
２
個
と
同

等
の
機
能
を
持
つ
操
作
用
ス

イ
ッ
チ
。
φ
22
㍉
㍍
の
穴
に

差
し
込
ん
で
背
面
か
ら
ロ
ッ

ク
ナ
ッ
ト
で
締
め
付
け
る
だ

け
の
簡
単
取
り
付
け
で
、
省

ス
ペ
ー
ス
・
省
工
数
・
省
コ

ス
ト
で
使
え
、
感
染
症
対
策

や
衛
生
面
か
ら
公
共
設
備
や

指
で
の
操
作
が
で
き
な
い
環

境
、
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
の
扉

開
閉
ボ
タ
ン
、
食
品
機
械
等

の
操
作
に
適
し
、
駐
車
場
な

ど
屋
外
で
も
使
用
。
ま
た
操

作
頻
度
の
高
い
ス
イ
ッ
チ
の

寿
命
向
上
や
、
作
業
者
の
ボ

タ
ン
操
作
の
疲
労
軽
減
な
ど

　
Ｉ
Ｍ
Ｖ
は
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
静

電
容
量
型
振
動
セ
ン
サ
を
採

用
し
た
地
震
計
２
モ
デ
ル

「
Ｓ
Ｗ
―
５
０
３
３
」
と

「
Ｓ
Ｗ
―
７
０
３
３
」
を
発

売
し
た
。

　
従
来
の
地
震
計
に
比
べ
、

耐
衝
撃
性
が
向
上
し
取
り
扱

い
や
設
置
作
業
時
の
管
理
負

荷
を
軽
減
で
き
る
。

　
Ｓ
Ｗ
―
５
０
３
３
は
ロ
ー

コ
ス
ト
タ
イ
プ
で
、
製
品
名

は
シ
ン
プ
ル
で
ス
リ
ム
、
ス

ト
ロ
ン
グ
の
「
ス
リ
ー
エ
ス

地
震
計
（
Ｓ
ｉ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
・

Ｓ
ｌ
ｉ
ｍ
・
Ｓ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ

　
同
製
品
は
、
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
に
と
も
な
っ
て

多
機
能
化
す
る
イ
ン
バ
ー
タ

を
容
易
に
操
作
す
る
た
め
、

従
来
は
４
桁
表
示
と
し
て
い

た
７
セ
グ
メ
ン
ト
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
を
５
桁
に
増
や
し
、
Ｊ

Ｏ
Ｇ
ダ
イ
ヤ
ル
の
採
用
で
パ

ラ
メ
ー
タ
の
設
定
操
作
を
簡

単
に
直
感
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
冷
却
フ
ァ
ン
や
電
解

コ
ン
デ
ン
サ
と
パ
ワ
ー
モ
ジ

ュ
ー
ル
、
突
入
防
止
用
リ
レ

ー
の
寿
命
警
告
情
報
を
モ
ニ

タ
で
即
座
に
確
認
で
き
、
イ

ン
バ
ー
タ
が
ト
リ
ッ
プ
す
る

な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
の
事
前
診

断
機
能
な
ど
使
い
や
す
さ
を

向
上
。
さ
ら
に
従
来
モ
デ
ル

と
の
取
り
付
け
互
換
性
と
、

オ
プ
シ
ョ
ン
の
リ
モ
ー
ト
オ

ペ
レ
ー
タ
Ｗ
Ｏ
Ｐ
で
パ
ラ
メ

ー
タ
を
コ
ピ
ー
し
て
使
え
、

負
荷
に
つ
な
が
ず
に
シ
ス
テ

ム
動
作
を
確
認
で
き
る
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
モ
ー
ド
で
試

運
転
時
間
の
短
縮
も
で
き
る

な
ど
置
き
換
え
も
容
易
に
実

行
で
き
る
。

　
安
全
面
で
も
、
標
準
の
機

能
安
全
規
格
を
従
来
の
Ｓ
Ｉ

Ｌ
２
か
ら
Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
に
向
上

（
対
応
規
格
　
Ｓ
Ｔ
Ｏ
機
能

　
Ｅ
Ｎ
　
６
１
８
０
０
―
５

―
２
：
２
０
１
７
：
Ｓ
Ｉ
Ｌ

３
、
Ｅ
Ｎ
　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
　
１
３

８
４
９
―
１
：
２
０
１
５
：

Ｃ
ａ
ｔ
．３
　
Ｐ
Ｌ
ｅ
　
Ｅ

Ｎ
　
６
１
５
０
８
―
１
〜

７
：
２
０
１
０
）
。
管
の
詰

ま
り
や
ベ
ル
ト
切
れ
等
の
異

常
を
検
知
し
て
稼
働
状
況
の

「
い
つ
も
と
違
う
」
を
察
知

し
、
生
産
ラ
イ
ン
の
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
ぎ
安
定
駆
動

を
実
現
。

　
ま
た
、
誘
導
モ
ー
タ
よ
り

も
効
率
が
良
く
省
エ
ネ
が
可

　
「
十
年
一
昔
」
と
い
わ
れ
る

が
、
一
昔
前
に
は
販
売
員
は
ま

だ
携
帯
電
話
が
主
流
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
顧
客
と
の
や
り
取
り
で
パ

ソ
コ
ン
メ
ー
ル
が
多
く
な
っ
た

の
は
、
も
う
一
つ
昔
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
20
年
間
に
販
売
員

と
顧
客
の
間
で
は
合
理
化
が
進

ん
で
、
そ
れ
ま
で
は
訪
問
を
し

て
実
行
し
て
い
た
多
く
の
や
り

取
り
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ

ソ
コ
ン
で
済
ま
し
て
い
る
。

　
販
売
員
１
人
当
た
り
の
売
上

額
は
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
が
普
及

し
て
い
な
か
っ
た
時
と
比
べ
る

と
、
少
な
く
と
も
倍
に
な
っ
て

い
る
。
売
上
額
が
倍
に
な
っ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
販
売

員
の
営
業
能
力
が
飛
躍
的
に
向

上
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
。
製
造
業
の
設
備
投
資
が
活

発
に
行
わ
れ
、
使
用
さ
れ
る
機

器
や
部
品
の
需
要
が
大
幅
に
増

え
て
売
り
上
げ
は
飛
躍
的
に
多

く
な
っ
た
。

　
そ
の
売
上
処
理
や
対
応
に
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が

大
い
に
貢
献
し
て
い
る
の
だ
。

か
つ
て
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報

機
器
が
未
発
達
の
時
に
、
設
計

技
術
者
は
商
品
に
関
連
す
る
い

ろ
い
ろ
な
情
報
源
と
し
て
販
売

員
の
訪
問
を
受
け
入
れ
た
。
現

状
で
は
ネ
ッ
ト
関
連
技
術
の
発

達
で
販
売
員
と
技
術
者
の
関
係

は
変
わ
っ
て
い
る
。

　
今
の
技
術
者
は
販
売
員
に
情

報
源
と
し
て
期
待
す
る
こ
と
は

少
な
く
、
商
品
を
採
用
す
る
段

に
な
っ
て
声
を
掛
け
て
説
明
を

求
め
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
半

面
、
販
売
員
の
訪
問
を
気
軽
に

受
け
入
れ
な
く
な
っ
た
。
販
売

員
が
営
業
能
力
を
上
げ
る
に

は
、
机
上
で
は
な
く
実
戦
に
よ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
に
訪
問

回
数
、
滞
在
時
間
と
も
か
な
り

減
っ
て
い
る
。

　
若
手
の
販
売
員
に
聞
い
て
見

た
こ
と
が
あ
る
。「
顧
客
は
君

た
ち
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て

付
き
合
っ
て
く
れ
て
い
る
の

か
」と
。「
考
え
た
こ
と
が
な
か

っ
た
」
と
言
っ
て
考
え
た
末
に

あ
る
販
売
員
は
「
便
利
屋
に
見

ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

と
言
っ
た
。
な
る
ほ
ど
時
々
商

品
Ｐ
Ｒ
が
て
ら
、
ど
ん
な
仕
事

を
手
掛
け
て
い
る
か
と
様
子
見

の
訪
問
を
す
る
が
、
大
半
は
顧

客
か
ら
依
頼
さ
れ
る
用
件
や
案

件
で
の
訪
問
だ
。
当
た
ら
ず
と

い
え
ど
も
遠
か
ら
ず
で
あ
る
。

　
便
利
屋
を
言
い
換
え
て
窓
口

機
能
営
業
と
言
え
ば
ピ
タ
リ
と

来
る
。
窓
口
機
能
は
経
験
や
便

利
な
ツ
ー
ル
に
よ
っ
て
、
応
対

や
処
理
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
し
か
し
い
く
ら
効

率
を
上
げ
て
も
、
売
上
額
は
顧

客
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
窓
口
機
能
は
受
け
身
で

あ
り
、
売
り
上
げ
を
拡
大
す
る

機
能
で
は
な
い
か
ら
だ
。

　
現
在
は
一
時
期
の
成
長
期
の

よ
う
に
多
く
の
顧
客
が
増
設
を

す
る
時
代
で
は
な
い
。
つ
ま
り

こ
れ
ま
で
付
き
合
っ
て
来
た
マ

ー
ケ
ッ
ト
は
、
販
売
店
に
と
っ

て
完
成
さ
れ
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

の
だ
。
だ
か
ら
高
機
能
化
商
品

や
複
合
化
し
て
い
る
商
品
の
説

明
力
を
上
げ
て
も
、
窓
口
機
能

営
業
に
終
始
す
る
な
ら
ば
幸
運

で
も
な
い
限
り
売
上
額
は
上
が

ら
な
い
。

　
窓
口
機
能
で
売
上
額
を
確
保

す
る
こ
と
は
大
事
で
あ
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
持
続
的
売
り
上

げ
拡
大
は
望
め
な
い
。
営
業
に

は
攻
め
と
守
り
が
あ
る
。
守
り

が
窓
口
機
能
営
業
な
ら
、
攻
め

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
拓
営
業
で
あ

る
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
と
い

っ
て
も
販
売
員
の
場
合
は
メ
ー

カ
ー
と
は
違
っ
て
商
品
を
作
る

わ
け
で
は
な
い
。

　
メ
ー
カ
ー
の
場
合
、
標
的
マ

ー
ケ
ッ
ト
向
け
の
商
品
を
開
発

す
る
か
ら
、
そ
の
商
品
を
持
っ

て
標
的
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
切
り
込

め
る
。
し
か
し
販
売
店
の
場
合

は
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
る

顧
客
が
当
座
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

の
だ
。
現
在
の
顧
客
の
想
定
外

商
品
を
売
り
込
ん
で
も
意
味
は

な
い
。

　
し
た
が
っ
て
当
座
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
開
拓
と
は
商
品
あ
り
き
で

切
り
込
ん
で
い
く
こ
と
で
は
な

く
、
顧
客
の
中
の
売
り
上
げ
の

な
い
部
門
へ
の
進
出
な
の
だ
。

そ
し
て
信
頼
関
係
を
作
っ
て
い

く
こ
と
だ
。
仮
に
ま
だ
信
頼
関

係
の
な
い
ほ
か
の
部
門
で
使
う

か
も
し
れ
な
い
商
品
を
一
つ
見

つ
け
た
と
す
る
。

　
そ
の
部
門
を
何
と
か
紹
介
し

て
も
ら
っ
て
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す

る
。
仮
に
そ
の
商
品
が
売
れ
た

と
し
て
も
、
継
続
し
て
案
件
や

相
談
が
舞
い
込
ま
れ
な
け
れ

ば
、
信
頼
関
係
の
あ
る
顧
客
に

で
き
な
い
の
が
窓
口
機
能
営
業

で
あ
る
。
せ
っ
か
く
一
つ
の
商

品
が
橋
渡
し
を
し
て
く
れ
た
の

だ
か
ら
、
顧
客
に
す
る
営
業
力

こ
そ
が
攻
め
の
営
業
の
根
本
に

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

窓
口
機
能
は
受
け
身
の
ス
タ
イ
ル

持
続
的
拡
大
目
指
す
攻
め
の
営
業

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
日
立
産
機
シ
ス
テ
ム
は
、
高
機
能
で
使
い
や
す
く
Ｓ
Ｉ

Ｌ
３
で
安
全
性
を
高
め
た
小
型
高
機
能
イ
ン
バ
ー
タ
「
Ｗ

Ｊ
シ
リ
ー
ズ
Ｃ
１
」
を
発
売
し
た
。

安
全
規
格

Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
対
応

Ｊ
Ｏ
Ｇ
ダ
イ
ヤ
ル
操
作
性
向
上

日
立
産
機
シ
ス
テ
ム

小
型
高
機
能
イ
ン
バ
ー
タ

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
プ
リ
ン
ト

基
板
用
リ
レ
ー
に
つ
い
て
、

防
爆
認
証
を
取
得
し
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
・
シ
ー
ル
形
20
Ａ

小
型
パ
ワ
ー
リ
レ
ー
「
Ｇ
５

Ｐ
Ｚ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
幅
10
・
５
㍉

㍍
の
ス
リ
ム
サ
イ
ズ
で
、
１

極
16
Ａ
、
20
Ａ
を
開
閉
可

能
。
消
費
電
力
５
３
０
mW
の

高
感
度
で
、
保
持
電
圧
50
％

の
使
用
環
境
で
省
エ
ネ
効
果

を
よ
り
発
揮
す
る
。
絶
縁
距

離
６
・
４
㍉
㍍
以
上
、
耐
衝

撃
電
圧
10 

kV
（
コ
イ
ル
―
接

点
間
）
を
確
保
し
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ

６
０
６
６
４
―
１
で
強
化
絶

縁
取
得
済
み
。

　
形
Ｇ
５
Ｐ
Ｚ
―
１
Ａ
４
―

Ｅ
タ
イ
プ
は
、
防
爆
認
証

（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｎ
）
６
０
０

７
９
―
15
承
認
を
取
得
し
て

い
る
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
低
発
熱
の

１
２
０
Ａ
プ
リ
ン
ト
基
板
用

リ
レ
ー
「
Ｇ
７
Ｅ
Ｂ
」
を
発

売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
最
大
Ａ
Ｃ
４

８
０
Ｖ
・
１
０
０
Ａ
の
高
容

量
開
閉
を
実
現
し
、
正
極
／

逆
極
性
60
Ｖ
・
１
０
０
Ａ
の

Ｄ
Ｃ
負
荷
開
閉
に
も
対
応
。

使
用
周
囲
温
度
は
85
℃
。
高

耐
衝
撃
電
圧
（
コ
イ
ル
と
接

点
間
）
10 

kV
と
、
初
期
５
ｍ

オ
ム
ロ
ン

高
容
量
パ
ワ
ー
リ
レ
ー

Ａ
Ｃ
４８０
Ｖ
・
１００
Ａ
開
閉

20
Ａ
小
型
パ
ワ
ー
リ
レ
ー

ス
リ
ム
サ
イ

ズ　

幅
10
・
５
㎜

Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ　

φ
22
タ
ッ
チ
レ
ス
ス
イ
ッ
チ

短
距
離
検
出
タ
イ
プ
追
加

地
震
計
２
モ
デ
ル

　

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
セ
ン
サ
採
用

ＩＭＶ

ｇ
）
」
。
シ
ン
プ
ル
で
使
い

や
す
く
、
地
震
情
報
に
必
要

な
加
速
度
と
Ｓ
Ｉ
値
の
ア
ナ

ロ
グ
出
力
が
で
き
、
コ
ン
パ

ク
ト
で
設
置
場
所
を
選
ば
ず

に
使
え
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て

い
る
。

　
Ｓ
Ｗ
―
７
０
３
３
は
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
で
、
従
来

の
地
震
計
の
機
能
を
継
承

し
、
震
度
階
や
警
報
出
力
な

ど
が
可
能
。
専
用
表
示
装
置

「
Ｔ
Ｍ
―
０
０
１
３
Ａ
」
は

最
新
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス

に
対
応
し
て
お
り
、
７
イ
ン

チ
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

ー
に
加
え
、
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ

ｅ
ｔ
接
続
や
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
へ

の
地
震
デ
ー
タ
の
保
存
機
能

を
備
え
て
い
る
。

　
ガ
ス
事
業
者
、
水
道
事
業

者
、
電
力
事
業
者
な
ど
地
震

発
生
時
緊
急
遮
断
シ
ス
テ
ム

へ
の
応
用
を
想
定
し
て
い

る
。

　
三
菱
電
機
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

は
、
デ
ジ
タ
ル
信
号
変
換
器
と
エ
ニ

イ
ワ
イ
ヤ
製
の
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
の
接
続
用
ケ
ー
ブ
ル

を
発
売
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
は
、
省
配
線
と
省

資
源
、
省
工
数
、
省
ス
ペ
ー
ス
に

「
革
診
的
省
配
線
」
「
セ
ン
サ
の
診

え
る
化
」
の
付
加
価
値
を
プ
ラ
ス
し

た
、
エ
ニ
イ
ワ
イ
ヤ
が
提
供
し
て
い

る
省
配
線
シ
ス
テ
ム
。
同
製
品
は
、

デ
ジ
タ
ル
信
号
変
換
器
の
４
点
、
８

点
リ
レ
ー
搭
載
タ
イ
プ
と
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
を
接
続
す

る
専
用
ケ
ー
ブ
ル
で
、
少
点
数
、
分

散
設
置
を
可
能
と
す
る
。
Ａ
Ｓ
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｋ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｌ
と
デ
ジ
タ

ル
信
号
変
換
器
間
も
専
用
ケ
ー
ブ
ル

に
よ
る
ワ
ン
タ
ッ
チ
接
続
で
、
誤
配

線
の
心
配
も
不
要
。

イ
ル
メ
ジ
ャ
パ
ン

モ
ジ
ュ
ラ
ー
コ
ネ
ク
タ

組
み
合
わ
せ
て
最
適
化

Ω
以
下
の
低
接
触
抵
抗
を
実

現
し
て
い
る
。
接
点
間
隔
３

・
６
㍉
㍍
以
上
（
太
陽
光
発

電
規
格
Ｖ
Ｄ
Ｅ
０
１
２
６
適

合
）
。

操
作
用
極
超
小
形

基
本
ス
イ
ッ
チ
　

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
操
作
用
極

超
小
形
基
本
ス
イ
ッ
チ
「
Ｄ

２
Ｆ
Ｃ
」
を
発
売
し
た
。
同

製
品
は
、
安
定
し
た
ば
ね
構

造
を
採
用
し
、
長
寿
命
を
実

現
し
た
。

　
歯
切
れ
の
良
い
ク
リ
ッ
ク

感
を
備
え
て
お
り
、
マ
ウ
ス

な
ど
の
操
作
用
途
に
最
適
。

三菱電機エンジニアリング
ASLINKTERMINAL接続用ケーブル
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FA業界掲示板� オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/topics/

に取り組む。オムロンは自社が保有する工場でエネル
ギー管理システムの設計・実証を重ね、早大はさまざ
まな企業に導入可能な共通モデル化に向けた最適化・
仕様の検証を行う。

■�キーエンス、「ものづくりの現場トピックス」に新
コラム「未来を見据えたロボット活用

　キーエンスは、製造現場の改善や効率化の事例やヒ
ントを掲載する「ものづくりの現場トピックス」に新
コラム「未来を見据えたロボット活用自動化された生
産ラインの実現」を追加した。
　コラムでは、生産ライン自動化のメリット・デメリ
ット、構築の手順などを解説している。

■�キーエンス、「コレで丸わかり！工場で使える
Wi-Fi活用サイト」公開

　キーエンスは、無線・Wi-Fiの基礎知識からFAで
の活用事例まで紹介する「コレで丸わかり！工場で使
えるWi-Fi活用サイト」を公開した。無線化するメリ
ットや構築ポイント、Wi-Fi活用事例などを掲載して
いる。

■�東芝、東芝グループの技術論文誌「東芝レビュー」
最新号Vol.78を公開

　東芝は、東芝グループ
の先端技術開発や技術成
果を紹介する技術論文誌
「東芝レビュー」の最新
号Vol.78を公開した。
　最新号は「価値創造と
生活圏満足を共創で実現
するサービスデザイン」
を特集し、東芝テックによるサービスプラットフォー
マーとしての取り組みを紹介しているほか、プラント
設備の電磁ノイズ抑制技術、AIを適用したIIoTサー
ビスの継続的運用を可能にするMLOps基盤などの技
術論文、状況変化に応じた動作で多様な物品のピッキ
ングを実現するロボット計画制御技術などのR&D最
新情報を掲載している。

■�アドバンテック、産業オープンネット展出展レポー
トを公開

　アドバンテックは、7月19日名古屋、7月21日東京
で行われた産業オープンネット展の出展レポートを公
開した。
　リモートI/
OやIoTゲー
トウェイ、産
業 用 ス イ ッ
チ、ファンレ
スPC、タッ
チパネル等を
使用した装置
状態モニター
のデモや、AMAXコントローラとCODESYSを使用
した包装機ソリューションを中心に、産業用ネットワ
ークに関連したさまざまな製品を展示。また「システ
ム活用事例紹介：機器やソフトを手間なく「つなぐ」
を実現」と題したセミナーも実施した。

■�HMSインダストリアルネットワークス、ケースス
タディにアイエイアイのロボットコントローラ採用
事例を公開

　HMSインダストリアルネットワークスは、同社製
品の採用事例等を紹介する「ケーススタディ」に、小
型産業用ロボット・電動アクチュエータのアイエイア
イのロボットコントローラにAnybus CompactComが
採用された事例を公開した。
　ロボットコントローラーをさまざまなネットワーク
に接続するためにAnybus組み込み製品を使用し、標

■�三菱電機、FAマガジン最新号をWEBで公開
　三菱電機は、同社のグロー
バルでのFAの取り組みを冊
子形式で紹介する「FAマガ
ジン」について、最新号を
WEBで公開している。
　最新号では、「オートメー
ション技術でお客さまの変革
を支え、より豊かな社会の実
現に貢献していく」という想
いを込めた新しいスローガン
「AutomatingTheWorld」
について特集し、世界各国の
さまざまなケーススタディを交えて解説している。

■�三菱電機、NC制御装置3DシミュレータNC
「Virtual Simulator」60日間試用版を無料配布

　三菱電機は、NC制御（数値制御）装置3Dシミュレ
ータ「NC Virtual Simulator」の60日無料試用版を無
償配布している。
　同製品は、マシニングセンタ等での精密加工につい
て、加工プログラムの検証や作業指示データの確認、
ナノサイズの傷分析などをPC上でシミュレーション
できる3D加工シミュレータ。加工シミュレーション
に特化したことで低コストで導入でき、リアルに近い
シミュレーションが可能となっている。

■�三菱電機、高精度・短納期の金型・部品製造事例を
ダウンロードで提供

　三菱電機
は 、 E V や
スマートフ
ォンなどの
先端産業分
野で使われ
ている放電
加工機につ
いて、高精
度・短納期
の金型と部品製造を実現した事例をダウンロードで提
供している。事例はEV向け、スマートフォン向け、
ユーザー導入事例の3種類をそろえている。

■�オムロンと早稲田大学、工場エネルギー管理システ
ム基盤構築を共同研究

　オムロンと早稲田大学は、製造業のエネルギー課題
解決のため工場エネルギー管理システムの基盤構築に
向けた研究開発をスタートする。研究開発期間は
2023年度から2027年度までを予定している。
　工場で利用されるエネルギー管理システムや電力関
連のデータ形式や通信規格が共通化されておらず、エ
ネルギー資源情報の受け渡しのインターフェースやル
ールも未整備なため、企業間の枠を越えたエネルギー
の全体最適への障害になっている。
　これに対し、オムロンの生産現場におけるエネルギ

ー関連データの可
視化と管理に関わ
るセンシングとデ
ータ解析・制御技
術やマネジメント
ノウハウと、早大
の制御システムに
おける産業用オー
プンネットワーク
を利用したエネル
ギーシステムの最
適化技術を組み合
わせ、新たな工場
エネルギー管理シ
ステムの基盤構築

■�北陽電機、UAM-05LP-T301を使ったAGVへの安全
対策チラシを公開

　北陽電機は、測域センサ
「UAM-05LP-T301」を使っ
たAGVへの安全対策チラシ
を公開した。
　UAM-05LP-T301は、
AGVの速度によるエリア切
替ができるほか、環境認識が
でき、マスタ・スレーブ機能
で制御も楽に行え、AGVと
の衝突事故を未然に防ぐこと
ができる。

■�リタール、ブログ記事「サーバーラックの種類と規
格–適切な選定ポイント」を公開

　 リ タ ー ル
は、ブログ記
事「サーバー
ラックの種類
と規格–適切
な選定ポイン
ト」を公開し
た。
　サイズ、熱
対策、堅牢性、メンテナンス性などサーバーラックを
選ぶ際のポイントのほか、サーバーラックの種類、サ
ーバーラックに関する国際規格などを解説している。

■�明電舎、三井住友海上火災保険の駿河台新館でIoT
によるモーターの解析・遠隔監視システムを受注

　明電舎は、IoTによるモーターの解析・遠隔監視シ
ステムのサブスクリプションサービス販売をスタート
し、初の受注案件として三井住友海上火災保険の駿河
台新館の冷却水循
環ポンプに使われ
る遠隔監視システ
ムを受注した。
　同システムは設
備の解析とCO2・
エネルギーマネジ
メントの両方を組
み合わせ、モータ
ー電流・電圧の電
気信号、モーター
と機械の振動、各種プロセスデータを監視し、設備の
健全度を数値化できる。三相の電流・電圧を監視し、
正確に消費電力量・CO2排出量をリアルタイムでモニ
タリングし、機械効率の良い運転条件をアナウンス
し、同条件下で運転した場合の消費電力量・CO2排出
量削減効果をシミュレーションができる。

セミナー・イベント情報

■�昭電、9月12日秋葉原UDXでリアル＆WEBセミナ
ー「設計・施工者向け！雷害対策の最新動向」

　昭電は、9月12日に東京・秋葉原UDXでセミナー
「設計・施工者向け！雷害対策の最新動向」（共催：
オーム社「電気と工事」）を開催する。WEBでも同
時に配信する。
　落雷が日本各地で多発し多くの電気設備に被害をも
たらし、落雷の増加は電気、電子機器の雷被害も増加
している。セミナーでは「雷害対策の最新動向」をテ
ーマに、設備設計や施工者向けに雷サージ保護対策か
らクラウド・IoTに連携した情報サービス等を紹介す
る。参加無料。

準化されたハ
ードウエア・
ソフトウエア
インターフェ
ースで開発コ
ストを抑え期
間を短縮に成
功した。

■�パトライト、熊本県上益城郡益城町と福岡県朝倉市
から感謝状

　パトライトは、自治体の災害からの復興・レジリエ
ンス強化の取り組みに対する寄付を行っており、この
ほど熊本県上益城郡益城町と福岡県朝倉市から感謝状
を授与された。

■�ソルトン、製品コラムミニ連載「大電流コネクタそ
の①」公開

　ソルトンは、製品コラム「大電流コネクタその①」
を公開した。
　コラムテ
ーマは「電
源等、大電
流接続箇所
のコネクタ
化を諦めて
しまってお
り ま せ ん
か」とし、電流等の大電流部分は必ずねじ締めが必要
という大半の思い込みに対し、大電流コネクタが使え
ることと、そのメリットなどを紹介している。

■�NKE、キャラバンカー運用開始
　NKEは、移
動展示車（キャ
ラバンカー）の
運用を、23年5
月から始め、ユ
ーザー企業に出
向いての訴求を
強化している。
キャラバンカー
は大型トラックではなく、営業担当者が運転・運用で
きる「マツダ・ボンゴ」をベースに制作。台車・
AGVなどとメインコンベア間の荷物移動を可能にす
る「台車モジュール」や、フィルム状ワークの吸着搬
送に最適な「バキュームコンベア」など、特殊事例を
中心に実機動作を見ることができる。
　キャラバンカーを活用し、代理店と協力しながら顧
客の近くで直接対話できる機会を増やすことで、展示
会に足を運ぶ機会が少ない技術者にも同社製品が叶え
るソリューションを知ってもらう。2年で800社での
展示実施を目標にし、さらなる拡販につなげる。

■�内外電機、本社を移転
　内外電機は、7月31日に本社を移転した。新住所は
〒541-0053大阪市中央区本町二丁目5番7号メットラ
イフ本町スクエア6階。移転部署は管理本部（人事部
・調達部・経理部・総務部）、経営企画室（経営企画
部・法務部）、事業開発本部（事業推進部・企画開発
部）。電話番号とFAX番号の変更はない。
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情
報
化
社
会
で
は
通
信
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
が

社
会
生
活
を
一
瞬
に
し
て
混
乱
に
陥
れ
る
危
険

性
を
内
包
し
て
い
る
。
特
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や

携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
は
そ
の
及
ぼ
す
範
囲
が

各
段
に
広
が
る
。
こ
う
し
た
電
子
機
器
に
落
雷

が
起
こ
る
と
人
命
や
建
物
損
傷
な
ど
だ
け
で
な

く
、
電
子
機
器
や
生
産
ラ
イ
ン
の
故
障
・
停

止
、
停
電
や
交
通
機
関
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
社
会

全
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
計
り
知
れ
な
い
甚
大

な
被
害
を
与
え
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
落
雷
の

被
害
が
及
ぶ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
機

器
・
シ
ス
テ
ム
が
停
止
し
た
り
、
異
常
な
信
号

を
発
す
る
か
ら
だ
。
最
近
は
５
Ｇ
に
代
表
さ
れ

る
無
線
通
信
の
普
及
に
伴
い
、
携
帯
電
話
の
通

信
基
地
局
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
雷
の
目
印

と
も
い
え
る
高
い
構
造
物
の
基
地
局
は
落
雷
対

策
を
取
っ
て
は
い
る
が
、
落
雷
の
対
象
物
は
確

実
に
増
加
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
雷
被
害
の
防
止
を
図
る

た
め
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー
ジ
防
護
デ
バ
イ
ス
）
な

ど
の
雷
害
対
策
製
品
の
需
要
も
増
加
し
て
い

る
。

　
調
査
会
社
の
資
料
に
よ
る
と
世
界
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

サ
ー
ジ
の
市
場
規
模
は
、
２
０
２
２
年
に
約
23

億
㌦
で
、
28
年
に
は
約
25
億
㌦
に
達
す
る
と
な

っ
て
い
る
。

　
夏
は
冬
と
並
ん
で
雷
の
発
生
が
多
い
。
パ
ソ
コ
ン
を
は
じ
め
、
昨
今
は
雷
が
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
電
子
機
器
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
雷
対
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
落
雷

を
受
け
や
す
い
携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
基
地
局
や
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
な
ど
、
高
い
構
造
物

も
増
え
て
お
り
、
同
時
に
雷
が
発
生
し
や
す
い
気
象
現
象
も
目
立
つ
。
一
方
で
、
落
雷
を
防

止
し
、
被
害
を
抑
え
る
た
め
の
機
器
開
発
や
対
応
策
も
進
ん
で
い
る
。
雷
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
対
策
に
は
各
種
の
方
法
が
あ
り
、
使
い
分
け
さ
れ
て
い
る
。
雷
発
生
の
時
間
、
場
所

の
予
想
な
ど
、
雷
害
防
止
に
向
け
た
各
種
サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
つ
つ
あ
り
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
落
雷
対
策
は
従
来
、
避
雷
針
が
中
心
で
あ
っ

た
が
、
近
年
は
電
子
機
器
が
増
大
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
し
た
機
器
を
雷
か
ら
保
護
す
る

こ
と
が
主
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
伴
い
Ｊ

Ｉ
Ｓ
規
格
で
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
評
価
方
法
が
追
加
さ

れ
、
電
源
用
と
通
信
・
信
号
回
線
用
な
ど
の
用

途
や
、
サ
ー
ジ
の
種
種
類
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の

ク
ラ
ス
選
定
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
落
雷
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
雷
撃
の
種
類
に

応
じ
た
対
策
が
必
要
だ
。
雷
撃
の
種
類
は
大
き

く
「
直
撃
雷
」
「
誘
導
雷
」
「
逆
流
雷
」
の
三

つ
に
分
け
ら
れ
る
。

　
直
撃
雷
は
一
般
的
な
落
雷
で
、
雷
放
電
に
よ

る
電
流
の
大
部
分
が
人
体
や
建
築
物
・
樹
木
な

ど
を
通
過
し
て
、
人
命
を
奪
っ
た
り
、
機
械
設

備
の
破
壊
、
火
災
の
発
生
な
ど
被
害
を
及
ぼ

す
。

　
誘
導
雷
は
、
電
源
線
・
通
信
線
や
ア
ン
テ
ナ

な
ど
雷
電
流
か
ら
の
電
磁
誘
導
に
よ
っ
て
発
生

す
る
高
電
圧
で
、
機
器
な
ど
を
破
壊
す
る
。
お

お
か
た
の
雷
害
は
誘
導
雷
に
よ
る
も
の
で
、
被

害
が
増
え
て
い
る
。
通
信
設
備
や
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
な
ど
を
破
壊
し
、
電
源
系
間
で
被
害
が
及
ぶ

こ
と
も
多
い
。

　
逆
流
雷
は
、
建
造
物
へ
の
雷
撃
時
に
接
地
抵

抗
が
十
分
な
低
さ
で
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
電

源
を
供
給
し
て
い
る
電
源
線
や
通
信
線
な
ど
に

雷
電
流
の
一
部
が
逆
電
流
と
な
っ
て
流
れ
る
も

の
で
、
山
頂
負
荷
供
給
配
電
線
な
ど
で
被
害
が

多
く
な
る
。

　
直
撃
雷
に
は
、
避
雷
針
な
ど
で
構
成
す
る

「
外
部
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
」
が
有
効
で
あ
る

が
、
誘
導
雷
に
は
磁
気
を
遮
断
し
て
対
象
物
を

保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
、
逆
流
雷
に
は
雷
撃
場
所

の
接
地
抵
抗
値
を
低
減
す
る
耐
雷
ト
ラ
ン
ス
や

ク
ラ
ス
Ⅰ
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置
が
有
効
と
な
る
。

　
落
雷
時
の
電
圧
は
、
２
０
０
万
Ｖ
〜
10
億

Ｖ
、
電
流
は
１
０
０
０
Ａ
〜
50
万
Ａ
に
も
達

し
、
大
電
流
自
体
が
被
害
を
与
え
る
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
大
電
流
に
よ
り
発
生
す
る
強
烈

な
電
磁
や
蓄
積
さ
れ
た
電
荷
に
よ
り
、
電
気
・

機
械
・
通
信
設
備
や
装
置
な
ど
が
損
傷
す
る
。

　
さ
ら
に
大
電
流
に
伴
う
２
次
的
な
被
害
が
加

わ
る
。
特
に
通
信
に
依
存
す
る
今
の
時
代
は
、

通
信
設
備
の
ダ
ウ
ン
は
、
機
器
の
損
傷
と
は
比

べ
物
に
な
ら
な
い
程
の
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ

の
た
め
、
通
信
設
備
に
対
し
て
も
よ
り
一
層
の

雷
害
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
落
雷
に
よ
っ
て
生
じ
る
火
災
や
建

物
の
破
壊
、
人
身
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
高
さ

20
㍍
を
超
え
る
建
築
物
に
は
雷
を
受
け
る
受
雷

部
の
設
置
が
法
的
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
雷
保
護
シ
ス
テ
ム
は
、
直
撃
雷
か
ら
建
物
や

人
を
保
護
す
る
た
め
に
受
雷
部
と
引
き
下
げ
導

線
、
接
地
シ
ス
テ
ム
か
ら
な
る
「
外
部
雷
保
護

シ
ス
テ
ム
」
と
、
等
電
位
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
安

全
離
隔
距
離
の
確
保
を
含
む
「
内
部
雷
保
護
シ

ス
テ
ム
」
と
で
構
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
落
雷
を
受
け
て
も
雷
撃
電
流
を
安
全
に
大

地
に
逃
が
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
ま
た
、
雷
保
護
設
備
へ
の
雷
撃
に
対
す
る
保

護
角
は
、
建
築
物
の
規
模
、
高
さ
、
周
辺
の
地

形
、
建
築
物
・
樹
木
な
ど
の
有
無
、
雷
電
流
の

大
き
さ
な
ど
の
要
因
で
変
わ
る
。
高
い
建
築
物

に
受
電
部
を
設
置
す
る
際
の
雷
保
護
方
法
に

は
、
「
保
護
角
に
よ
る
方
法
」
と
「
メ
ッ
シ
ュ

法
」
が
あ
り
、
単
独
、
お
よ
び
組
み
合
わ
せ
で

対
応
し
て
い
る
。

　
雷
害
対
策
機
器
メ
ー
カ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
落
雷
被
害
を
想
定
し
、
系
統
安
全
、
外
部
雷

保
護
、
内
部
雷
保
護
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所

で
雷
害
対
策
機
器
・
シ
ス
テ
ム
を
用
意
し
て
い

る
。

　
系
統
安
全
で
は
、
安
全
な
電
気
の
流
れ
を
制

御
・
監
視
、
さ
ら
に
機
器
を
点
検
す
る
役
目
を

果
た
す
各
種
の
機
械
が
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
直
流
回
路
の
地
絡
を
検
出

し
、
極
性
の
判
別
を
高
精
度
・
高
感
度
に
行
う

直
流
地
絡
継
電
器
や
、
プ
ラ
グ
イ
ン
式
の
分
離

型
直
流
地
絡
電
流
継
電
器
、
多
回
路
型
同
継
電

器
、
回
路
ご
と
の
絶
縁
抵
抗
値
を
計
測
し
、
同

値
が
低
下
す
る
と
警
報
で
知
ら
せ
る
直
流
回
線

別
絶
縁
監
視
装
置
、
直
流
漏
電
警
報
付
き
配
線

用
ブ
レ
ー
カ
、
往
復
の
負
荷
電
流
の
わ
ず
か
な

差
電
流
を
検
出
す
る
貫
通
型
直
流
地
絡
変
流

器
、
作
業
者
の
安
全
用
に
交
直
両
用
検
電
器
な

ど
の
製
品
が
あ
る
。

　
07
年
に
建
築
設
備
設
計
基
準
が
大
幅
に
改
定

さ
れ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
分
電
盤
な
ど
へ
の
取
り
付
け

基
準
が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
需
要
が
拡
大
し
、
製
品
単
価
の
下
落

も
あ
り
雷
害
対
策
機
器
の
普
及
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　
建
築
設
計
基
準
改
定
に
伴
い
、
避
雷
器
の
電

源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
お
け
る
最
大
連
続
使
用
電
圧
量

が
、
従
来
の
２
０
０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
か
ら
５
０

０
Ｖ
ク
ラ
ス
対
応
ま
で
に
拡
大
さ
れ
た
。
従
来

２
５
０
Ｖ
対
応
機
器
を
２
台
使
用
し
て
い
た
ケ

ー
ス
で
は
、
５
０
０
Ｖ
対
応
機
器
１
台
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
使
用
者
側
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
04
年
に
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
対
象
に
し
た
Ｊ
Ｉ

Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１
―
１
が
制
定
さ
れ
、
従
来
の

保
安
器
や
避
雷
器
、
ア
レ
ス
タ
な
ど
と
よ
ば
れ

て
い
た
名
称
が
統
一
さ
れ
た
。

　
14
年
に
制
定
さ
れ
た
最
新
の
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５

３
８
１
―
11
で
は
、
多
く
の
試
験
項
目
が
決
め

ら
れ
た
が
、
特
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
故
障
時
に
お
け
る

安
全
性
確
保
が
強
化
さ
れ
た
。

　
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
多
回
数
の
雷
電
流
な
ど

で
、
短
絡
方
向
に
劣
化
し
て
故
障
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
短
絡
故
障
に
い
た
る

過
程
を
各
段
階
で
再
現
し
て
、
安
全
性
を
確
認

す
る
こ
と
を
求
め
る
試
験
が
追
加
さ
れ
て
い

る
。

　
16
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
公
共
建
築
工
事
標

準
仕
様
書
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
５
３
８
１
―
11

に
対
応
し
た
低
圧
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
使
用
が
記
載
さ
れ

高
度
情
報
化
で
被
害
は
甚
大
に

Ｓ
Ｐ
Ｄ
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化

関連ソリューション充実

た
。
ま
た
、
分
電
盤
に
設
置
す
る
Ａ
Ｃ
用
Ｓ
Ｐ

Ｄ
、
接
続
箱
に
設
置
す
る
Ｐ
Ｖ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
公

称
放
電
電
流
も
５
kV
以
上
と
記
載
さ
れ
て
い

る
。

　
さ
ら
に
、
15
年
８
月
に
発
行
さ
れ
た
建
築
設

備
設
計
基
準
で
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
過
電
流
協
調

が
難
し
い
、
配
線
遮
断
器
の
使
用
の
必
要
が
な

く
な
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
メ
ー
カ
ー
の
指
定
す
る
Ｓ
Ｐ

Ｄ
分
離
器
の
使
用
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
分
離
器
内
蔵
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
使
用
が
認
め

ら
れ
た
。

　
最
近
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
製
品
傾
向
は
、
雷
サ
ー
ジ

の
カ
ウ
ン
ト
機
能
と
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
を
予
知

す
る
機
能
を
一
体
化
し
た
電
源
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
な
ど

が
開
発
さ
れ
、
ま
た
、
小
型
化
も
著
し
い
。

　
従
来
、
現
場
で
の
判
断
が
難
し
い
と
さ
れ
て

い
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
寿
命
判
定
機
能
を
設
け
る
こ
と

で
、
効
率
の
良
い
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
可
能
と
な

り
、
安
全
性
と
保
守
性
双
方
の
向
上
が
図
れ
る

製
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
設
置
場
所
か
ら
遠
方
の

監
視
シ
ス
テ
ム
に
故
障
状
態
を
送
信
す
る
故
障

監
視
機
能
も
充
実
し
て
き
て
い
る
。

　
電
源
用
で
は
、
Ｐ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
直
流
（
Ｄ
Ｃ
）
機
器
で
の
短

絡
対
応
と
し
て
、
安
全
側
に
働
く
フ
ェ
ー
ル
セ

ー
フ
機
能
に
よ
る
遮
断
技
術
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ク
ラ
ス
Ⅱ
　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
状
況
を
把
握

し
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
接
地
線
に
流
れ
た
サ
ー
ジ
電
流

レ
ベ
ル
や
日
時
な
ど
の
デ
ー
タ
を
記
憶
で
き
る

装
置
が
あ
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、
雷
サ
ー
ジ
な
ど
過
渡
的
な
過
電

圧
を
制
限
し
、
サ
ー
ジ
電
流
を
分
流
す
る
機
能

を
持
つ
。

　
こ
の
製
品
は
、
雷
サ
ー
ジ
侵
入
の
有
無
を
把

握
す
る
従
来
の
サ
ー
ジ
カ
ウ
ン
タ
と
は
異
な

り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
直
接
接
続
す
る
こ
と
で
詳
細
な

劣
化
日
時
を
記
録
・
表
示
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
電
池
駆
動
で
停
電
時
も
使
用
で
き
、
雷
被
害

要
因
の
特
定
や
事
故
原
因
の
調
査
、
新
た
な
雷

サ
ー
ジ
対
策
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
設
備
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
効
率
化
な
ど
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
動
作
の
見
え
る
化

を
実
現
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
劣
化
接
点
端
子
を
接
続
す

る
こ
と
で
、
同
端
子
が
動
作
し
た
時
刻
も
記
録

す
る
ほ
か
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
動
作
頻
度
や
状
況
も
把

握
で
き
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
や
風
力
発
電

シ
ス
テ
ム
用
、
水
処
理
施
設
用
、
デ
ー
タ
監

視
、
遠
隔
監
視
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
採
用
さ

れ
て
い
る
。

　
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
増
加
に
よ
り

一
般
家
庭
で
の
採
用
も
増
え
て
い
る
。
た
だ
、

雷
害
対
策
と
し
て
電
気
工
事
の
有
資
格
者
に
よ

る
専
門
的
な
知
識
が
必
要
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
が
、
最
近
は
設
置
に
電
気
工
事
の
資
格
が
不

要
な
製
品
も
発
売
さ
れ
て
い
る
。

　
落
雷
対
策
が
各
方
面
で
進
む
中
で
、
周
辺
の

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
「
落

雷
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
、
気
象
情
報

を
基
に
、
落
雷
位
置
を
検
出
し
て
そ
の
情
報
を

配
信
し
、
落
雷
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
。
実
際
に

落
雷
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
調
査
し
、
「
落
雷

証
明
書
」
を
発
行
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
落
雷
に
よ
る
被
害
レ
ベ
ル
な
ど
を

事
前
に
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
診
断
で
き
る
「
雷
リ
ス
ク

診
断
サ
ー
ビ
ス
」
も
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
す
る
だ
け

で
、
工
場
や
ビ
ル
な
ど
の
雷
リ
ス
ク
が
わ
か

る
。

　
情
報
化
の
進
展
に
比
例
し
て
雷
害
対
策
技
術

も
進
歩
し
て
い
る
。

雷害対策 重要性高まる
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雷
害
対
策
機
器 

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

横
幅
を
２
分
の
１
に
小
型
化

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/online/portal/jp

電源用クラスⅠサージ保護機器
「ＦＬＴ‐ＭＢ」

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ
ン
タ
ク
ト

は
、
電
源
用
ク
ラ
ス
Ⅰ
サ
ー
ジ
保
護

機
器
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
新
製
品
と
し

て
、
カ
ー
ボ
ン
ス
パ
ー
ク
ギ
ャ
ッ
プ

を
採
用
し
た
Ｆ
Ｌ
Ｔ
―
Ｍ
Ｂ
を
リ
リ

ー
ス
し
た
（
近
日
国
内
発
売
予

定
）
。

　
Ｆ
Ｌ
Ｔ
―
Ｍ
Ｂ
は
日
本
国
内
で
も

高
い
実
績
を
持
つ
Ｆ
Ｌ
Ｔ
―
Ｓ
Ｅ
Ｃ

シ
リ
ー
ズ
と
比
較
し
て
幅
が
２
分
の

１
の
サ
イ
ズ
と
小
型
化
を
達
成
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
直
撃
雷
に
よ
る
イ
ン
パ
ル

ス
電
流
や
電
圧
防
護
レ
ベ
ル
な
ど
過

電
圧
保
護
の
性
能
は
従
来
製
品
と
同

等
の
仕
様
を
実
現
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
カ
ー
ボ
ン
ス
パ
ー
ク
ギ

ャ
ッ
プ
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
連
続

し
た
雷
サ
ー
ジ
に
対
応
可
能
な
強
い

性
能
を
備
え
て
い
る
。
ス
パ
ー
ク
ギ

ャ
ッ
プ
式
の
ク
ラ
ス
Ⅰ
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
、

放
電
を
開
始
す
る
と
後
段
に
用
い
ら

れ
る
バ
リ
ス
タ
式
の
ク
ラ
ス
Ⅱ
Ｓ
Ｐ

Ｄ
よ
り
低
い
電
圧
に
過
電
圧
を
制
限

す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
ク
ラ
ス
Ⅱ

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
負
担
も
軽
減
で
き
、
Ｆ
Ｌ

Ｔ
―
Ｍ
Ｂ
は
Ｆ
Ｌ
Ｔ
―
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
同

様
に
従
来
の
ス
パ
ー
ク
ギ
ャ
ッ
プ
の

課
題
だ
っ
た
続
流
（
サ
ー
ジ
終
了
後

の
放
電
の
継
続
）
も
解
消
し
て
い

る
。

　
現
在
、
公
式
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ

ャ
ン
ネ
ル
で
「
ス
パ
ー
ク
ギ
ャ
ッ
プ

式
Ｓ
Ｐ
Ｄ
　
40
年
の
進
化
」
を
動
画

公
開
し
て
い
る
。

サ
ー
ジ
に
弱
い
電
子
機
器
保
護

スワロー電機

https://www.swallow.co.jp/

耐雷トランス
「ＳＳＣシリーズ」

　
ス
ワ
ロ
ー
電
機
は
、
雷
な
ど
の
サ

ー
ジ
か
ら
機
器
を
守
る
単
相
複
巻
耐

雷
ト
ラ
ン
ス
と
し
て
、
サ
ー
ジ
吸
収

素
子
な
ど
を
搭
載
し
た
「
Ｓ
Ｓ
Ｃ
シ

リ
ー
ズ
」
の
販
売
に
注
力
し
て
い

る
。

　
Ｓ
Ｓ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ
は
、
サ
ー
ジ
吸

収
素
子
・
避
雷
器
・
コ
ン
デ
ン
サ
付

き
の
ト
ラ
ン
ス
で
、
雷
に
よ
っ
て
発

生
す
る
サ
ー
ジ
を
減
衰
さ
せ
、
サ
ー

ジ
に
弱
い
電
子
機
器
を
安
全
に
保
護

す
る
。

　
通
信
・
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
の
電

源
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
エ
ー
ブ
・
電
光
表

示
盤
の
電
源
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス

テ
ム
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
制
御
装
置
な
ど

高
い
信
頼
性
が
求
め
ら
れ
る
用
途
で

使
え
る
。

　
単
相
複
巻
で
、
容
量
は
１
ｋ
Ｖ
Ａ

〜
20
ｋ
Ｖ
Ａ
ま
で
10
タ
イ
プ
が
そ
ろ

っ
て
お
り
、
特
注
品
に
対
応
が
可

能
。

　
ま
た
、
三
相
複
巻
の
「
３
Ｓ
Ｃ
シ

リ
ー
ズ
」
は
、
容
量
が
10
〜
30
ｋ
Ｖ

Ａ
ま
で
３
タ
イ
プ
が
あ
り
、
特
注
品

に
も
対
応
で
き
る
。

　
同
社
は
電
源
ト
ラ
ン
ス
の
専
門
メ

ー
カ
ー
と
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い

や
す
さ
や
省
工
数
を
考
慮
し
た
製
品

を
販
売
し
て
い
る
。

　
最
近
で
は
、
電
源
ト
ラ
ン
ス
「
Ｃ

Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
と
し
て
、
出
力
コ
ン

セ
ン
ト
（
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
）
、
照
明

（
高
輝
度
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）
、
電
流
保
護

（
サ
ー
キ
ッ
ト
プ
ロ
テ
ク
タ
）
を
一

体
化
し
た
製
品
を
開
発
し
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
接
続
で
保
護
完
了

昭電

https://www.sdn.co.jp/special/tbp/

ＳＰＤ
「サンダーブロッカーＰｒｏ」

　
昭
電
の
「
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ
ー

Ｐ
ｒ
ｏ
」
は
、
業
務
用
機
器
か
ら
パ

ソ
コ
ン
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
各
種
機
器

を
雷
か
ら
保
護
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
サ
ー

ジ
保
護
デ
バ
イ
ス
）
で
、
３
タ
イ
プ

が
完
備
。
サ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
カ
ー
Ｐ

ｒ
ｏ
を
雷
か
ら
保
護
す
る
機
器
の
ケ

ー
ブ
ル
に
接
続
す
る
だ
け
で
取
付
配

線
が
完
了
す
る
た
め
、
電
気
工
事
の

資
格
を
必
要
と
せ
ず
誰
で
も
簡
単
に

機
器
の
雷
害
対
策
が
可
能
。

　
電
源
コ
ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ

Ｂ
Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
を
接
続
す
る
だ
け

で
Ｏ
Ａ
タ
ッ
プ
に
接
続
す
る
全
て
の

機
器
を
雷
か
ら
保
護
で
き
る
。
万
が

一
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
性
能
を
超
え
る
過
大
な

雷
が
通
過
し
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
が
損
傷
し

な
い
よ
う
に
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
定
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

分
離
器
を
内
蔵
し
て
い
る
。

　
Ｌ
Ａ
Ｎ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｌ

Ａ
Ｎ
」
は
、
雷
の
侵
入
が
想
定
さ
れ

る
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
と
機
器
側
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
本
製
品
に
接
続
す

る
だ
け
で
Ｐ
Ｃ
、
監
視
カ
メ
ラ
等
を

雷
か
ら
安
全
に
保
護
す
る
。
電
源
コ

ン
セ
ン
ト
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
２

Ｐ
Ｅ
」
と
連
結
す
る
こ
と
で
、
Ｌ
Ａ

Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
だ
け
で
な
く
電
源
線
か

ら
侵
入
す
る
雷
か
ら
も
機
器
を
保
護

可
能
。

　
テ
レ
ビ
用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
Ｔ

Ｖ
」
は
、
ア
ン
テ
ナ
か
ら
の
ケ
ー
ブ

ル
と
機
器
側
の
ケ
ー
ブ
ル
を
本
製
品

に
接
続
す
る
だ
け
で
テ
レ
ビ
や
チ
ュ

ー
ナ
、
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
等
を
雷
か

ら
安
全
に
保
護
。
電
源
コ
ン
セ
ン
ト

用
Ｓ
Ｐ
Ｄ
「
Ｔ
Ｂ
Ｐ
―
２
Ｐ
Ｅ
」
と

連
結
す
る
こ
と
で
、
ア
ン
テ
ナ
ケ
ー

ブ
ル
だ
け
で
な
く
電
源
線
か
ら
侵
入

す
る
雷
か
ら
も
保
護
可
能
。
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■�リバー、栃木県下都賀郡壬生町にシュレッダーダス
トの回収・選別の壬生事業所を開設

　リバーは、栃木県下都賀郡壬生町壬生乙に、シュレ
ッダーダストの回収・選別拠点となる「壬生事業所
（仮称）」を開設する。
　同社は、栃木県下都賀郡壬生町に所有する約1万
1000平方㍍の土地を利用し、建屋と選別ラインを開
設する。北関東にあるグループ拠点から、これまでは
焼却・埋立処分されていたシュレッダーダストを回収
し、未利用だった金属やプラスチックなどを選別して
効率的で安定的な再資源化を目指す。シュレッダーダ
ストの予定取扱量は年間4万8000㌧。
　また建屋には太陽光発電システムを設置するほか、
集荷したシュレッダーダストから全量の50％程度を
有価物として回収し、RPFを製造・供給することで
CO2削減を見込む。
　投資額は43億円。操業開始予定2025年8月。

■�イミュー、北海道白糠町に極寒ブリを使った商品開
発のための水産加工場を建設

　全国で地場産品の
開発事業や、ふるさ
と納税支援事業を行
うイミューは、北海
道白糠郡白糠町庶路
に水産加工場を建設
し、同町で水揚げさ
れる「極寒ブリ」を使った商品開発を行い、地場の産
品を全国展開を目指す。
　新工場は6月に着工し、9月に完成予定。敷地面積
は1390平方㍍、建屋の床面積は約165平方㍍。商品開
発用のキッチンを備えたラボ（研究室）や、最新の冷
凍設備を導入した加工場を開設する。

■�三菱電機、愛知県尾張旭地区に第二生産棟を建設
　三菱電機は、FA制御システム製品の生産体制強化
に向け、建設を進めている名古屋製作所の尾張旭地区
（愛知県尾張旭市）の新生産棟（第一生産棟）に加
え、新たに約425億円の追加投資を行い、第二生産棟
を建設する。

　第一生産棟は2025年4月から、第二生産棟は2027年
4月から順次稼働を予定。鉄筋コンクリート造の地上
5階建で、建築面積は約6000平方㍍。延床面積は約3
万平方㍍。

■�浜松ホトニクス、光半導体の生産能力強化に向け本
社工場に半導体製造の前工程の新棟を建設

　浜松ホトニクスは、光半導体製品の需要拡大に対応
するため、本社工場（浜松市東区市野町）に光半導体
製造（前工程）を担う新棟を建設する。
　 新 棟 建 設 に よ
り、生産スペース
を従来の約2倍に
拡張し、従来の直
径6インチシリコ
ンウエハの生産ラ
インに加え、新棟
に直径8インチウエハ対応の製造ラインを採用し、生
産の継続性を担保するとともに生産効率の向上やコス
トダウンも図る。
　2023年7月に着工し、2025年6月に竣工予定。稼働
は2025年12月。建物面積は3083平方㍍。延床面積
は、1万960平方㍍。総工費は約370億円。

■�出光興産、千葉県で全固体電池向け固体電解質の供
給能力を増強

　出光興産は、全固体リチウムイオン二次電池（全固
体電池）の
普及・拡大
に向け、固
体電解質の
小型実証設
備第1プラ
ント（千葉
県市原市の
千葉事業所
内）の生産能力の増
強と、小型実証設備
第2プラント（千葉
県袖ケ浦市のリチウ
ム電池材料部内）の
稼働を開始する。全
固体電池の開発を進
める自動車・電池メ
ーカーなどへ固体電
解質の安定供給を進
める。
　全固体電池は次世代型の電池の本命とされ、主に電
気自動車（EV）の航続距離拡大・充電時間の短縮・
安全性向上が期待されている。自動車・電池メーカー
等が開発を加速させており、材料ニーズも高まってい
る。
　それに対し同社は、全固体電池とそれを搭載した
EVの実用化に向けて必要不可欠な固体電解質の性能
の向上と量産技術の開発を加速。小型実証設備（第1
プラント、第2プラント）で製造したサンプルを活用
して開発を推進し、適切な材料仕様を迅速に製造。ま
た小型実証設備での実証を足掛かりに大型パイロット
装置での量産技術の確立とその先の事業化へつなげて
いく。

■�グッドスピード、愛知県春日井市に全塗装専門工場
が稼働

　グッドスピードは、愛知県春日井市東野町に「グッ
ドスピード春日井全塗装専門工場」をオープンした。
同工場ではSUVだけでなくオールジャンルに対応
し、カスタムカーへの対応も塗装の作業効率の向上に
よって全塗装完了までの時間短縮や全塗装サービスの
安定提供が可能となる。

■�環境のミカタ、静岡県焼津市に廃棄物収集運搬拠点
を建設

　静岡県を中心に廃棄物収集運搬・処分事業、リサイ
クル事業、行政受託事業（環境コーディネート事業）
を展開する環境のミカタは、現在3カ所に分散してい
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■�極東開発工業、インドのタミル・ナドゥ州チェンナ
イ市に特装車の新工場建設

　 極 東 開 発 工 業 の グ ル ー プ 会 社 で あ る イ ン ド ・
SATRAC社は、チェンナイ市近郊に新工場建設す
る。同社主力製品
であるダンプトラ
ックやトレーラを
はじめとした生産
能力の強化による
受注の取り込みと
販路拡大によるシ
ェアアップ、将来的な製品の輸出展開を目指して新工
場の建設を計画している。設備投資は約12億インド
ルピー（約19億円）。敷地面積は約5万8000平方㍍。
2025年度中の工場竣工、生産開始を目指す。

■�アイカ工業、ベトナムのグループ会社で化粧板の工
場を拡張

　アイカ工業の
グループ会社で
あるアイカ・ラ
ミネーツ・ベト
ナム社は、敷地
内に原材料･製
品倉庫棟と物流
ヤードの工場を
拡張する。
　先行して進め
ている化粧板製
造設備の増設と
ともに2023年
12月まで工事を行い、2024年1月より稼働する予定。
これによりメラミン化粧板の生産能力を2倍に引き上
げる。設備投資額は、約13.2億円。

■�旭有機材、アメリカ子会社でプレファブリケーショ
ン用加工製品の新工場が完成

　旭有機材は、アメリカ・マサチューセッツ州にある
旭有機材グループ会社のAsahi/America,Inc.でプレ
ファブリケーション用加工製品の製造能力を増強する
ための新工場が完成した。
　同社は、樹脂
配管材料の仕入
販売と、アメリ
カ樹脂配管市場
向けにプレファ
ブリケーション用加工製品
の製造・販売を行ってお
り、今後アメリカでは半導
体を中心とした国内での生
産回帰が見込まれており、
プレファブリケーション用
加工製品の加工能力を増強し供給量の増加を目指す。
　工場面積は5500平方㍍。（5万9000平方㌳）。

■�ミクニ、中国子会社の浙江三国で二輪車用製品の第
二生産棟が完成

　ミクニの中国
子会社、浙江三
国精密機電有限
公司は、二輪車
用製品等の生産
能力拡大のため
第二生産棟を建設し稼働開始した。
　同社は中国における生活機器関連品事業の製造販売
拠点として2003年に設立。中国の二輪車用製品の製

造拠点の成都三国機械電子有限公司が2024年に解散
することに伴い、同社に生産拠点を移転・集約し、効
率的な生産体制の構築を目指す。

■�荏原製作所、マレーシア子会社の新工場が完成
　荏原製作所のグループ会社EBARA PRECISION 
MACHINERY MALAYSIA SDN.BHD.は、マレー
シア・ペナ
ン市の新た
な事務所兼
工場が完成
した。
　マレーシアでは、近年、ペナン州を中心に半導体関
連など電気・電子部品の分野での新規・拡張投資が活
発に行われており、同社は精密・電子カンパニーの拠
点として新たに設立され、セールス＆サポートを展開
していく。敷地面積は3772平方㍍。建物面積は2185
平方㍍。投資費用は約9億円（約30百万リンギッ
ト）。

■�王子ホールディングス、インド南部に段ボール新工
場建設

　王子ホールディングスは、インド南部のアーンドラ
・プラデーシュ州に、新たに段ボール工場を建設す
る。
　同社は、インドに4カ所（北部地区2カ所、西部地
区1カ所、南部地区1カ所）の段ボール工場があり、
今回、需要の拡大が期待される南部地区で5カ所目と
なる段ボール工場を新設する。新工場は東南アジア・
インド・オセアニア地域で37カ所目の段ボール製造
拠点となる。敷地面積は約8万平方㍍。段ボール生産
能力は月産約900万平方㍍。稼働予定は2024年10月。

■�KOA、マレーシアに厚膜チップ抵抗器の新工場を
建設

　 K O A の マ レ ー シ ア 子 会 社 の K O A  D E N K O
（MALAYSIA）は、マレーシア・マラッカ州内に新
工場を建設し、生産性・収益性の更なる向上と安定供
給を図る。
　敷地面積は、8万3718平方㍍。建屋は生産棟2階建
と事務棟5階建で、延床面積は8万2023平方㍍。2023
年10月に着工し、竣工2025年3月に竣工予定。総投資
額は約235億円。

■�ニデックマシンツール、インドで切削工具の新工場
が稼働

　ニデックマシンツー
ルのインドでの切削工
具 の 製 造 ･ 販 売 会 社
Nidec India Precision 
Tools Ltd.は、インド
タミル･ナド州ラニペ
ットに新工場を建設
し、7月から生産を開始する。
　新工場での主な生産品目はホブカッタ、ピニオンカ
ッタなどの切削工
具で、これまでの
生産能力から1.5
倍引き上げる。ま
たリードタイム短
縮と生産品種を広
げ、幅広いニーズ
にスピーディに対
応できるようにす
るほか、再研磨や
リコートなどのア
フターサービスの
充実も図る。延べ
床面積は2000平
方㍍。

る 廃 棄 物 収 集 運
搬 拠 点 を 集 約 化
するため、静岡県
焼津市利右衛門字
六軒屋2617-1に
新たな事業所を建
設する。建屋の床
面 積 は 7 3 1 平 方
㍍。車庫施工床面
積は320平方㍍。
取得金額は約3億
4000円。2023年7
月に着工し、完成
は 2 0 2 4 年 3 月 予
定。


